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白子町の現状 

１ 白子町の特徴 

（１）白子町の位置 

白子町は、東は九十九里浜に面し、茂原市、大網白里市及び長生村に隣接し、県都である千葉市

の南東約３０km、成田国際空港のある成田市の南方約３５km、首都東京からは東方約６０km に位

置しています。 

平成２５年４月に圏央道東金～木更津間が開通し、木更津市、成田市、つくば市、さらには東京

湾アクアラインを経由して横浜、川崎などの首都圏の中枢的業務拠点との時間距離が大幅に短縮

されました。 

■広域条件図（出典：国土数値情報） 
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（２）白子町の沿革 

● 白子町のこれまでの流れを大きく概括すると、次のように捉えられます。 

 

 

 

（３）白子町の特徴 

● 千葉県内の市町村の人口密度を
見ると、都市部では約４０人/ha
なのに対して、白子町では約４
人/ha であり、都市部に比べ、ゆ
とりある生活環境が形成されて
います。 

● 白子町には、県内有数の自然資
源である九十九里浜や温泉があ
り、アカウミガメ、コアジサシ、
ハマヒルガオなどの希少な動植
物も生息し、自然環境に恵まれ
た地域です。 

● 白子町は、千葉県内において、
豊かな自然資源、生活環境に恵
まれているとともに、千葉県を
中心とした高次都市機能を享
受できる地域としての特徴を
併せもっています。 

● また白子町は、３００面以上の
テニスコートを有する、県内随
一のテニス観光地であり、学生
を中心としたテニス合宿をはじ
め、駅伝、野球、サッカーなど
の多様なスポーツ合宿の地とし
て選ばれています。 

 

 

  

６世紀ごろ… 

白子町に人が住み

つき生活を始めた

といわれ、これを

立証する土師器が

浜宿新田遺跡から

出土しています。 

江戸時代は… 

日本最大のイワシ

漁場として栄え、

ここで生産された

干鰯（ホシカ）や

〆粕（シメカス）

は農産物の肥料源

として全国的に取

引されました。 

明治２２ 
（１８８９）年 
４月 1日… 

市政・町村制施行

により旧１４村が 

合併して、関村・

白潟村・南白亀村

が発足しました。 

昭和３０ 
（１９５５）年 
２月１１日… 

長生郡白潟町・関

村・南白亀村が 

合併し、白子神社

の名をとって白子

町が誕生しました。 

九十九里浜 

スポーツ施設 
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２ 白子町の現状 

（１）都市計画 

● 白子町は、町域全体が「白子都市計画区域」に指定されており、区域区分（市街化区域・市街化
調整区域）が定められていない非線引き都市計画区域となります。 

● 沿岸部の市街地には３つの用途地域（第一種住居地域、第二種住居地域、商業地域）が指定され
ており、その大部分で第一種住居地域（約２１６ha）が指定され、中里地区の沿岸部を中心に 
第二種住居地域（約１８ha）と商業地域（約１３ha）が指定されています。 

● 町内には都市計画道路が４路線指定され、総延長は約１０．７km です。そのうち、整備延長 
（暫定供用中も含む）は約７．３km であり、整備率（暫定供用中も含む）は６８．２％と 
なっています。 

 

■白子都市計画図 
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（２）白子町の現状 

１）人口・世帯 

①人口・世帯の推移 

■人口・世帯数の推移（出典：国勢調査） 

 

■総人口に占める年齢３区分別人口の割合（出典：国勢調査） 

  

・令和２（２０２０）年現在、本町の人口は１０,３０５人、世帯は４,１３７世帯となり、 
６５歳以上の老年人口の割合は４０．４％となっています。 

・平成７（１９９５）年以降、人口減少及び少子高齢化の傾向にある一方、世帯数は４,０００ 
世帯前後で推移しています。 

・自然動態においては、平成７（１９９５）年以降、死亡数が出生数を上回っている自然減の
傾向が続いており、近年はその傾向が強まっています。 

・社会動態においては、平成１２（２０００）年以降、転出超過の傾向が続いているものの、
平成２７（２０１５）年をピークにその傾向は弱まっています。 
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■【自然動態】出生・死亡数の推移（出典：千葉県毎月常住人口調査報告書） 

 

■【社会動態】転入・転出者数の推移（出典：千葉県毎月常住人口調査報告書） 

 
 

 

  



 

1-6 

②人口の分布 

■令和２（２０２０）年の人口の分布（出典：国勢調査） 

 
  

・町内の人口の分布をみると、特に沿岸部に人口が集中している傾向にあります。 

・令和２（２０２０）年以前の５年間の人口増減の分布をみると、人口が増加した地域に比し
て減少した地域が多く、町内南東側の沿岸部のほか、町内北西側・南西側の町境で減少傾向
が特に強くみられます。 

・町内の老年人口の分布をみると、沿岸部のほか、町内北西側の町境周辺部に集中しています。 
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■平成２７（２０１５）年から令和２（２０２０）年にかけた人口増減の分布（出典：国勢調査） 

 

■令和２（２０２０）年の老年人口の分布（出典：国勢調査） 
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③将来人口の見通し 

■将来人口推計（出典：国立社会保障・人口問題研究所） 

 

■将来人口推計における人口３区分の割合（出典：国立社会保障・人口問題研究所） 

 
  

・国立社会保障・人口問題研究所による将来人口推計では、白子町の人口は令和２（２０２０）
年以降も人口減少傾向が継続し、令和３２（２０５０）年には人口が５,７７９人となり、
令和２（２０２０）年の人口と比較して約半数まで減少することが想定されています。 

・将来人口推計における人口３区分の割合の推移によると、令和２（２０２０）年以降も少子高
齢化の傾向は継続し、令和３２（２０５０）年には６５歳以上の老年人口の割合は５４．７％
となり、人口の半数以上が６５歳以上の高齢者となることが想定されています。 
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２）産業 

①産業３分類における就業者数の推移 

■産業３分類別就業者数の推移（出典：国勢調査） 

 

■産業３分類別就業者の平均年齢の推移（出典：国勢調査） 

  

・令和２（２０２０）年における本町の就業者数は５,０１０人であり、産業３分類別にみると
第 1次産業が６２６人、第２次産業が１,２７４人、第３次産業が３,０４９人となっています。 

・就業者数の推移をみると、平成７年以降就業者数は減少傾向にあり、令和２（２０２０）年
の２５年間で１,６６９人減少しています。産業３分類別にみると、第３次産業の就業者数
は３,０００人以上で推移しているものの、第１次及び第２次産業はともに就業者数が平成
７（１９９５）年当時と比較して約半数にまで減少しています。 

・就業者の平均年齢は年々高くなっており、令和２（２０２０）年では第１次産業が６４.０
歳、第２次産業が４９.８歳、第３次産業が５０.４歳となっており、特に第１次産業就業者
の高齢化が進行しています。 
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②就業地別の就業者の状況 

■就業地別の就業者構成比の推移（出典：国勢調査） 

 

■令和２（２０２０）年における就業地が県内他市区町村である就業者の内訳（出典：国勢調査） 

  

・令和２（２０２０）年の就業地別の就業者構成比の内訳をみると、県内他市区町村での就業
者が５５.０％と最も多く、町内での就業者が４０.１％、他県での就業者が３.８％人との
構成になっており、約６割が町外で就業している状況にあります。 

・令和２（２０２０）年の県内他市区町村の就業地の内訳をみると、茂原市が３４.８％と最も
多く、千葉市が１５.２％、東金市が８.４％、大網白里市が７.０％との割合になっています。 
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③観光入り込み客数 

■白子町観光客数・宿泊客数の推移（出典：白子町観光振興プラン） 

 

■目的別観光客数の推移（出典：白子町観光振興プラン） 

 
  

（千人） 

（千人） 

・新型コロナウイルス感染症が蔓延する令和元（２０１９）年まで、観光客数は年間６０万人
以上、宿泊者数は３０万人程度で推移していましたが、令和２（２０２０）年以降はともに
大きく減少しています。近年では新型コロナウイルス感染症による影響が弱まり、回復傾向
を示しています。 

・目的別にみると、平成２３（２０１１）年以降、一般観光目的・テニス目的の観光客が 
多くを占めており、海水浴目的の観光客は少ない状況です。 
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３）土地利用 

①土地利用の状況 

■土地利用現況図（出典：令和３（２０２１）年都市計画基礎調査） 

 

■土地利用の推移（出典：都市計画基礎調査） 

  

・ 令和３（２０２１）年における土地利用現況をみると、「田」が約３３.２％と最も多く、「畑」
が１８.６％、「住宅用地」が１６.１％との構成になっており、田畑や山林等の自然的土地
利用が約６.５割と高い傾向にあります。 

・平成２８（２０１６）年と令和３（２０２１）年の土地利用を比較すると、土地利用の構成
には大きな変化は見られないものの、低未利用地に該当する「その他の空地」が増加してい
る傾向があります。 
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４）暮らし 

①バス路線の状況 

■人口とバス路線の分布（出典：令和２（２０２０）年国勢調査、白子町資料、国土数値情報） 

 
 

 

  

茂原駅方面 

茂原駅方面 

大網駅方面 

本納駅方面 

・町内には大網駅、本納駅、茂原駅との間を往来する路線バスが運行されています。 

・バス路線網は各地域の人口密集地をカバーしているものの、運行頻度は沿岸部で１日あたり
２０本程度と比較的高い傾向にある一方で、それ以外の路線が１日あたり１０本未満と低い
状況にあります。 
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②生活利便施設（商業施設、福祉施設、医療施設）の分布 

■生活利便施設の分布（出典：白子町資料（令和５（２０２３）年度時点）） 

 

■移動スーパーの停車場所（出典：白子町資料（令和５（２０２３）年度時点）） 

 

・日常生活に欠かせない生活利便施設は、各地域の人口が密集しているエリアの幹線道路沿い
に分布している傾向にあり、特に白潟地域の沿岸部に多く分布しています。 

・町内には買い物環境の確保の観点から、移動スーパーが運営されており、移動スーパーの 
停車場所は各所に設定され、概ね町全体をカバーしている状況にあります。 
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③公共施設の老朽化 

■建築年別公共施設の延床面積の分布（出典：白子町公共施設等総合管理計画） 

 
 

  

・白子町の公共施設の多くが旧耐震基準で建てられ、築４０年以上を経過する建物が全体の
約６割を占めており、それらの建物の更新時期を迎えています。 
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５）安全・安心 

①洪水ハザードマップ 

■洪水浸水想定区域（計画規模）（出典：白子町洪水ハザードマップ） 

 

  

・南白亀川、赤目川、内谷川の周辺に洪水浸水想定区域が設定されており、区域の大部分で 
０.５ｍ以上３.０ｍ未満の浸水が想定されています。 

・大規模災害が起きた場合における、避難・救助をはじめ、物資の供給、諸施設の復旧等広範
な応急対策活動において重要な路線として、飯岡一宮線と茂原白子線の２本が緊急輸送道路
として位置付けられています。 

・洪水浸水に対する避難所として公共施設や防災の丘等が位置付けられています。 
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②津波ハザードマップ 

■津波浸水想定区域（最大クラス）（出典：白子町津波ハザードマップ） 

  

・千葉県が平成３０（２０１８）年１１月に「津波防災地域づくりに関する法律」に基づ
く最大クラスの津波（千年に１度）による浸水想定図を公表しており、白子町では町域
の大半が浸水区域に含まれ、多くの範囲で３.０ｍ以上の浸水が想定されています。 

・白子町では津波による浸水対策として、公共施設や防災の丘等の避難所の確保や津波緊
急避難ビルの指定等を進めています。 
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６）行財政 

①歳入・歳出の推移 

■歳入の推移（出典：公共施設等総合管理計画（白子町）） 

 

■歳出の推移（出典：公共施設等総合管理計画（白子町）） 

 
 

  

・ 白子町の歳入・歳出額は年によってばらつきはあるものの５０億円前後で推移しています。 

・白子町の歳出額のうち、まちづくり等に関連する投資的経費は年によってばらつきはあ
るものの、その額は縮小している傾向にあります。 

※視認性を考慮し、30億円に満たない項目のラベルは省略している。 

※視認性を考慮し、20億円に満たない項目のラベルは省略している。 
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②財政力指数 

■歳入の推移（出典：公共施設等総合管理計画（白子町）） 

 
 

 

・ 白子町の財政力指数は、平成２９（２０１７）年から令和２（２０２０）年まで０.４８と
なっており、隣接市町村と比較して低い水準となっています。 

※ 財政力指数とは、基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の過去３年間の平均
値で、地方公共団体の財政力を示す指標です。この数値が大きい程財政力が強いとみること
ができます。 
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